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第50回全国高専大会優勝！

●　クラブ活動・各種大会報告

4月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１
・阿賀の魅力が満載のWAGA MAP(わが マップ)が完成しました！
・交通安全教室
・入船山記念館に行ってきました！
・環境都市工学科実験実習
5月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２
・専攻科推薦入試
・「プロダクトデザイン演習」グラフィティに挑戦！初日
・石段の家プロジェクト活動報告
・「九連環～解法・製作・進化～」基礎編１
6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３
・環境都市工学科1年生実験実習（測量）の様子
・環境都市工学科3学年LHRの様子
・2年生による学科交流企画
・英語スピーチ・プレゼン指導の様子
・1年生「技術者入門」
・コマ講義
・「プロダクトデザイン演習」壁画完成！
・高齢者の夢を、高専生が叶えるモノづくり
7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　５
・「呉高専コネクトプロジェクト」EVERY THING HACK DAY開催！
・電気情報工学科1年 ＬＨＲでレクリエーションをしました
・「防災グッズの開発と製作」で被災者の方にヒアリング（その１）
・第一回目のサイエンスイベントを行いました
・全国高等学校ビブリオバトル２０１５広島県大会でチャンプ本に！
・電気情報工学科２年　電気情報工学実験
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６
・Science Jam キックオフキャンプに参加してきました
・横路中学校でワークショップを行いました

4月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7
・硬式野球部（高野連チーム）春季県大会の結果
・呉地区高校総体ソフトテニス競技　団体戦
5月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7
・第２０期呉学生将棋名人戦への将棋同好会参加
・呉みなと祭、フラワーフェスティバルを終えて
6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　8
・しまなみ海道サイクリング＆キャンプ２０１５
・ラグビー部高校総体戦積報告　Cブロック　準優勝
・インターアクトクラブ車いす清掃活動
・高校最後の県総体　‐柔道個人戦‐
7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　9
・水泳部　中国地区高専体育大会に出場
・第５１回中国地区高専体育大会陸上競技
・バレー部　中国地区高専体育大会に出場しました
・サッカー部中国地区高専大会準優勝
・女子バスケットボール部、ラスト１１秒で逆転勝利！
・卓球部、中国地区高専体育大会に参加
・中国地区高専体育大会ソフトテニス競技　なでしこ大活躍！
・バドミントン部　中国地区高専体育大会報告
・テニス部　全国高専体育大会　初出場！
・第５０回全国高等専門学校体育大会剣道競技に出場決定
・硬式野球部（高野連チーム）選手権広島大会一回戦のご報告
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
・呉地区合同演劇ワークショップに参加しました

4月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
・平成２７年度入学式
・寮生活第１日目始まる
・１学年遠足（灰が峰登山）
・今年もイングリッシュラウンジが始まりました！
5月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
・平成２７年度第１回ブックハンティング
6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
・呉活性化プロジェクトに参加 ‐ロボコン、ねこかぶり‐
・保護者懇談会Ⅰ
・呉高専創立５０周年記念植樹式　同窓会より本校へ桜の贈呈
・北米の高校生が本校に短期留学しました
・留学生との交流会を行いました
7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
・阿賀小学校３年生が校外学習で見学に来られました
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
・平成２７年度　第１回学校見学会

5月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
・呉南特別支援学校の校章デザインと開校式
・呉市議会議員が視察のため来校されました
6月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
・楠田特命教授平成２７年度全国発明表彰・発明奨励功績賞受賞
・機械工学科５年生 田中真実さん 簿記検定１級合格 最優秀者表彰
7月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
・呉東ロータリークラブから本校野球部への支援物品をいただきました
・平成２７年度安全標語受賞者の表彰式を行いました
・呉東ロータリークラブから寄付金をいただきました
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
・実習工場技能講習会（その１）

クラブ活動・各種大会報告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
・各種大会結果
・テニス部　第５０回全国高等専門学校体育大会
・バドミントン部　高専大会全国地区大会報告
・第５０回全国高専体育大会　ソフトテニス競技女子個人戦ダブルス
　にて優勝しました！！
・準優勝　第２４回西日本地区高等専門学校アーチェリー競技会にて

ソフトテニス競技女子個人戦ダブルス（矢野 明日香・矢野 遥香）



　4月15日（水）の放課後に自転車通学を

希望する新１年生、車両通学を希望する学

生を対象に広警察署 交通課の宇佐美さん

を講師にお招きして交通 安全教室を行い

ました。この講義では講師の方が、“シー

トベルト着用の重要性”をテーマに、資料

やDVDなどを使用して学生にもわかりやす

く交通マナーや 交通法規についてとても

貴重な話をしていただきました。

　講義中に視聴したDVDで、実際に事故に

遭われて大切な家族を失った遺族の話を聞

いた学生はシートベルト着用の重要性や交

通事故によってこれ以上悲しむ人がでない

よう安全運転に努める大切さをしっかり学

んでいました。

　今回の交通安全教室で勉強したことを自

分たちの運転に反映させて、充実した学生

生活を送ってほしいと思います。

　呉高専の学生が中心となって活動してい
るまちづくりグループ「AGAin（アゲイ
ン）」が平成26年度に企画・提案した、阿
賀の魅力が満載のマップ「WAGAMAP(わが
マップ)」が完成しました（中国新聞3月14
日付朝刊「呉・東広島版」でも紹介されま
した）。
「WAGAMAP」は、“たくさんの情報が載っ
ているわがままな阿賀のマップ”というこ
とで、メンバーが命名しました。阿賀の住
民はもとより、阿賀を訪れる人に阿賀の魅
力を伝えることを目的に作成しました。お
店や病院等の店舗、そして阿賀のちょっと
した小ネタを掲載しました。企画から情報

収集、各お店への問い合わせなど、かなり
大変な作業でしたが、他には例のないとて
も魅力的なマップになりました。
　一番こだわりたかったのは、「手書き」
感です。親しみやすいマップにするために、
道路やお店の様子など、写真ではなく手書
き風に仕上げることでした。
　阿賀地区の全世帯に配布され、阿賀市民
センター等にも置かれます。「WAGAMAP」
をきっかけに、少しでも阿賀を好きになっ
ていただければ幸いです。
　私たち「AGAin」は、今年度も阿賀を盛
り上げるための様々な活動を計画中です！

　今年度から新たに始まった「インキュ
ベーション・ワーク」の様子が先日新聞に
も掲載されましたが、学生たちには従来の
“教えてもらう”から“自ら進んで学ぶ”
へと意識を変えてもらいたいと思っていま
す。そのために教員としていろいろな場を
つくりたいと思っている昨今ですが、その
一環として、４月１８日（土）に希望者を
募って呉市の入船山記念館の見学会を開催
しました。
　授業でもなく、しかも休日であるにも関
わらず建築学科の学生１３名が参加してく
れて、教員、卒業生なども合わせて総勢

１８名でにぎやかに行ってきました。
　呉駅に集合して、途中寄り道をしながら
入船山へ。旧呉鎮守府司令長官官舎である
入船山記念館は国の重要文化財にも指定さ
れています。呉で学んでいても意外と知ら
ない学生が多いのですがとても魅力的な建
物です。
　教員が自分の好きなポイントを解説しな
がらじっくり見学しました。マニアックな
話に触発されてか、記念館でも隣の史料館
でも学生たちがいろいろなところに注目し
て予想以上に長時間の見学になりました。
　次回は江田島に行こうと思っています。

　4月28日（火）、今日は、環境都市工学

科3年の実験実習を行いました。

　この実習は、土の試料を用いて試験によ

り実際の強度や変形を求め，土構造物の設

計に用いる土の強度定数や物理特性を求め

ることを目的としています。今回は私が担

当している粒度試験について報告します。

　土を構成する土粒子の粒径の分布状態を

粒度といいます。先週は粒径が0.075mm未

満の細粒分の粒子を測定する沈降分析を行

いました。今週は0.075mm以上の粗粒の粒

径の測定するための準備を行います。

　まず、0.075mmのふるい上で細粒分を洗

い流します。その後、ふるいに残った粗粒

分の粒子を回収し、炉乾燥で乾燥させ、ふ

るい分析を行います。

　試験も時間がかかりますが、高専に入学

から一番難しいレポートになります。頑

張ってまとめてくれるものと期待します。

交通安全教室 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生主事補　田中　慎一

環境都市工学科実験実習 　　　　　　　 　　 　　環境都市工学分野　重松　尚久

阿賀の魅力が満載のWAGA MAP（わが マップ）が完成しました！
　　　　　　　　　　　― まちづくり若者提案事業 AGAin ―　 環境都市工学科５年　山下　太郎

平成27年4月15日呉高専日誌より

平成27年4月15日呉高専日誌より

平成27年4月18日呉高専日誌より

平成27年4月28日呉高専日誌より

入船山記念館に行ってきました！ 　　　　　　　　　　　　 建築学分野　光井　周平

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究
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　専攻科推薦入試が実施されました。視聴

覚教室に集まった受験生は8名です。緊張

した雰囲気の中、面接試験に臨みます。

　今年度から出願資格にTOEICの得点は300

点以上であることが盛り込まれました。次

回（平成29年度入学生）の推薦入試出願資

格は400点以上となります。グローバル環

境の中では、国際的に通用する英語力を

持った技術者が求められています。これら

の出願資格は最低条件です。

　これから専攻科を受験しようと考えてい

る学生は、しっかりとTOEIC対策をお願い

します。
　また、平成28年度から、現在2専攻（機
械電気工学専攻・建設工学専攻）がプロ
ジェクトデザイン工学専攻（仮称）の1専
攻に改組されます。
　今回は2専攻での募集となっていますが、
このたびの入試で合格した学生は、改組さ
れる専攻に入学することになります。
　これから専攻科は新しくなります。しっ
かり研究して、世界で活躍できる技術者に
なりましょう。

　合科授業のインキュベーショワークで私

たち（間瀬・下倉）は、「プロダクトデザ

イン演習」と題し、学生に１年間でプロダ

クトを１つ作成してもらう授業を行ってい

ます。そのウォーミングアップとして、壁

に絵を描くプロジェクトを５月２１日から

４週間ほどかけて行うことにしました。

　会場は、延崎保育園の壁です。

　初日は、壁にプロジェクターで原画を投

影し、輪郭線を描きました。

　キャラクターデザインは漫画家の林檎子

氏です。

　これから、順次その進行具合をアップし

ていきますので、お楽しみに！

　今年度から新たに始まったインキュベー
ションワーク。先週からはいよいよ各テー
マに分かれての活動がスタートしました。
　その中の１つが“呉の未来を創る【場づ
くり・コトづくり・ヒトづくり】－「石段
の家２号館」リノベーションプロジェクト
－”（以下、石段の家PJ）です。
　呉市両城の空き家となっている木造住宅
を題材に、学科も学年も異なる28名の学生
たちが“呉のまちを元気にする”取り組み
に挑戦します。
　先週は学生メンバーが初めて集まって互
いに自己紹介。今週は、石段の家２号館を
管理しておられるNPO法人くれ街復活ビ
ジョンのメンバーをお招きして「他己紹介

ワーク」を行いました。
　このワークは、初めてお会いするNPOメ
ンバーの方に学生たちからインタビューを
してさまざまなことを聞き取り、教えても
らった情報をもとにその方を学生が紹介す
るというものです。
　“呉のまちを元気にしたい！”という想
いを持った学生、NPOメンバーが互いの人
となりやプロジェクトに対する想いを知る
ことができたのではないかと思います。
　今後の活動の様子は随時紹介する予定で
す。どうぞご期待ください！

関連記事:平成27年5月31日（日）中国新聞
掲載記事「空き家再生学生目線で」

　中国の古典的な知恵の輪「九連環」を題

材としたインキュベーションワークを、学

科学年混合の13名の学生と共にスタートし

ました。九連環とは、九つのリング（円環）

に収まった棹（細長い環）を取り除くメカ

ニカルパズルです。その解法整理、製作方

法、進化形態を工学の視点で探究します。

機械工学科棟1階の流体実験室で取組んで

います。

　初回、基礎編として、環数を減らした

「五連環」を自作しました。アイスの棒に

ドリルで穴を空け、針金をペンチ等で曲げ

加工して簡易製作しました。

　製作後は、各自の五連環を手に取り、解

法を探りました。この知恵の輪の最大の特

徴である、「最初の一手」が解法の味噌で

あることを全員確認することができました。

また、「最初の一手」にトラップを仕掛け

るために奇数環タイプが一般的に製作され

ているなど、工学的な考察も楽しみました。

専攻科推薦入試　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専攻科長　岩本 英久

インキュベーションワーク「九連環～解法・製作・進化～」基礎編１ 機械工学分野　野村　高広

インキュベーションワーク「プロダクトデザイン演習」グラフィティに挑戦！初日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築学分野　間瀬　実郎・下倉　玲子

平成27年5月15日呉高専日誌より

平成27年5月21日呉高専日誌より

平成27年5月21日呉高専日誌より

平成27年5月21日呉高専日誌より

インキュベーションワーク　石段の家プロジェクト活動報告
　 建築学分野　光井　周平、機械工学分野　上寺　哲也、インキュベーション・デザイン室プログラム・ディレクター 高路地　修平

教教育育・・研研究究 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

5月
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　1年生が入学して約2ヶ月が過ぎました。

中間試験が終わり、高専生活に慣れてきた

頃ではないでしょうか。

　さて、今日は環境都市工学科1年生の実

験実習（測量）の様子を紹介します。

　1年生では数少ない専門授業です。最初

は巻尺だけを使用した簡単な測量から学び

ます。校内の平面図を作成するために、班

のメンバーで協力しあいながら様々な距離

を測定し、データを野帳に記録します。

　4月に比べると、作業服姿が様になって

きましたね。

　外での作業が終わると、測定結果を基に

教室で図面を作成します。三角定規や三角

スケール、コンパス、関数電卓等を使用し、

丁寧に描きます。
　これから暑くなってきますが、元気に頑
張りましょう！

　高専の低学年(1～3年)では、水曜の6時
間目にLHR(ロングホームルーム)の時間が
あります。低学年では、この時間を利用し
て、体育祭や球技大会などのメンバー決定、
高専祭の準備などを行います。
　環境3年では、LHRで空き時間ができると、
自己プレゼンを行うことにしています。自
己プレゼンでは、「今、夢中になっている
こと」や「今、心配なこと」などを5～10
分程度で話してもらいます。プレゼン終了
後には、その内容についてのコメントをク
ラス全員が書き、発表者にコメントを渡し

ます。
　自己プレゼンの目的は、クラスメートの
知らない一面を知る、ということの他に、
人前で話すことやコメントを書くために
しっかり話を聞くことの難しさを知る、と
いう目的もあります。
　自分の話した内容に対して、具体的な反
応があることは意外に嬉しいものです。こ
れから人前で話す機会がたくさんあると思
いまが、その時にこのLHRの経験が少しで
も活きると良いですね。
　次のプレゼンも楽しみにしています！

　さる6月24日(水)の２学年による

ＬＨＲは、５、６時限を使ってのバ

レーボール大会でした。普段あまり接

する機会の多くないクラスの親睦を深

めるのが今回の企画の目的です。

　学科混合チームごとに集合（170名

で19チーム）し、一試合10分で５コー

ト（第一・ 第二体育館）のトーナメ

ント戦を行ないました。

　その結果５チームが３勝し、優勝

チームとして賞品を贈呈されたのでし

た。

　6月25日のインキュベーションでは、中

学生向けに「高専について」というお題で

各学生が発表し、評価しあいました。

　次に、英語のプレゼンテーションコンテ

ストに出場するにあたり、グループ分けを

しました。学年学科が異なるグループもあ

り今後が楽しみです。

　最後に、プレコンのテーマ決めを行うた

めに各グループで案を出しあいました。ホ

ワイトボードを囲んで楽しみながら何個か

の案まで絞ることができました。

　これから、みんなで本格的に頑張りたい

と思います。

環境都市工学科1年生実験実習（測量）の様子環境都市工学分野　山岡　俊一

インキュベーションワーク 英語スピーチ・プレゼン指導の様子 　 機械工学科3年　秦　直輝

環境都市工学科3学年LHRの様子　　 　環境都市工学科３年担任　堀口　至

平成27年6月9日呉高専日誌より

平成27年6月22日呉高専日誌より

平成27年6月24日呉高専日誌より

平成27年6月25日呉高専日誌より

２年生による学科交流企画　　　 　　　　　　　　　　２年学年主任　外村　彰

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究
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　今回、呉高専コネクトプロジェクトの
ワークで「EVERY THING HACK DAY」という
ハッカソンを開催しました。
ハッカソンは一般的にプログラミング等
によるものづくりイベントのことを指しま
すが、今回のイベントでは、レゴを使って
ものづくりを行いました。
　日用品から雑貨など幅広いアイテムの中
から好きなものを選んで、それらをレゴを
使って便利にしてみようというテーマで進
めていきました。
　今回このイベントでは、ビジネス目線に
重点を置いて、実際に作ったものが世間で
どう評価されるのかなどを考えてもらいな
がら、ものづくりをしてもらいました。

　独創的なアイデアがたくさん浮かび上が
り、それらを実際に作成してみるとどれも
とても完成度が高く驚かされるものばかり
でした。作成してもらったものをプレゼン
テーションしてもらい、全員で評価、点数
化してみました。結果はとても接戦で盛り
上がりました。
　最後にみんなで作ったものを共有してお
互いの良い点や自分たちにはなかった点な
どの意見を交えることができました。
　次回のイベントでも、今回の経験を活か
し、さらに力をいれて取り組んでいきたい
と思います。

　入学してから３ヶ月がたちました。　
　中間テストも終わり高専生活になれたと
ころで、今日はLHRの時間を使ってレクリ
エーションをしました。種目はドッジボー
ルとバドミントンです。みんな、普段の授
業の時とは違ういきいきとした姿を見せて
楽しくしていたのが印象的でした。
　今回のレクリエーションについて、先週
の種目決めから今日の運営まで学生たちが
中心にしてくれました。まだまだこれから
のところはありますが、徐々に“学生”と
しての自覚ができているのではないでしょ

うか。
　今月末の期末試験が終われば夏休みです。
後期は、球技大会や高専祭、駅伝大会など
たくさんのイベントがあるので、みんなで
協力して盛り上げていきましょう。

　私たちはインキュベーションワーク
で理科好きの子供を増やす“サイエン
スサポートプロジェクト”に取り組ん
でいます。7月11日には、第一回目の
イベントとして大和ミュージアムでサ
イエンスワークショップを行いました。
当日は、スライムや浮沈子(ふちんし)、
空気砲などのモノづくり体験や手作り
イライラ棒の展示を行いました。予想
を大きく上回る方に来場いただき、終
始賑やかな雰囲気で実施させていただ
きました。ご来場いただいた皆様、あ
りがとうございました。
　初めてのイベントで、最初は緊張か
らか説明の声が少し小さかったり説明

がうまく伝わらなかったりしましたが、
終わりには大きな声でわかりやすく説
明できて成長を感じることができまし
た。また、一緒に工作する楽しさと、
子供たちのたくさんの笑顔を見ること
が出来て、「やってよかった。次もま
たやって みたいな。」と感じました。
　最後に、会場を提供しサポートいた
だきました大和ミュージアムの皆様、
本当にありがとうございました。
　次回は8月2日(日)の学校見学会にて、
呉高専 第二普通科棟を会場にサイエ
ンスワークショップを実施予定です。
バージョンアップして実施する予定で
すので、ご来場お待ちしています。

インキュベーションワーク「呉高専コネクトプロジェクト」 EVERY THING HACK DAY開催！
　　　　　　　　　　 電気情報工学科4年　佐藤　怜

電気情報工学科１年　LHRでレクリエーションをしました　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気情報工学科１年担任　外谷　昭洋

平成27年7月5日呉高専日誌より

平成27年7月8日呉高専日誌より

平成27年7月11日呉高専日誌より

第一回目のサイエンスイベントを行いました　機械工学科3年　市川　将

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究

　私たちのグループでは、豪雨災害、地震
災害などの自然災害や、火災や事故などの
人工的な災害が起きたときに役立つ防災
グッズや、災害の発生を防止したり被害を
軽減できるグッズを開発・製作することを
目的に活動を行っています。
　この活動の一環として、平成26年8月の
広島土砂災害において被災された住民の方
から、災害発生時や被災後の様子をお聞き
し、実体験に基づいて感じられている防災
に必要な物や事についてヒアリングを行い
ました。
　7月9日（木）に、安佐南区緑井7丁目の
八敷会館を訪ね、緑井7丁目町内会の関本
正隆会長ほか3名の住民の方から話を伺い
ました。被災当時は雨や 雷の音が激しく
て広報車の声が聞こえなかった、土石流が

起こった後は道路と水路の境が分からず避
難が困難であった、深夜であり避難径路が
分からなかったの で避難所へ誘導してく
れるグッズがあれば良い、流れ込んだ土砂
の取り出しに苦労した、公園に雨量計を設
置し、そのデータを処理して自動的に避難
警報を出せるようにしたいなど多くの意見
や要望をお聞きしました。
貴重な話を聞かせていただき、ありがとう
ございました。これらの話を参考にして役
立つ防災グッズを開発していきたいと思い
ます。
　最後になりましたが、これらの機会を
作っていただきました、安佐南区復興連携
センターの満島裕直様、日本技術士会中国
支部の山下祐一様に感謝いたします。

平成27年7月9日呉高専日誌より

インキュベーションワーク「防災グッズの開発と製作」で被災者の方にヒアリング（その１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境都市工学分野　森脇　武夫

7月
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教教育育・・研研究究 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　インキュベーションワークで理科好きの
子供を増やす“サイエンスサポートプロ
ジェクト”に取り組んでいる学生を中心に
“メカジョ養成プロジェクト”の学生とコ
ラボして、呉市横路中学校でサイエンス
ワークショップを行いました。
　今回は３年生を対象に、レールを組み合
わせて斜面やジャンプ台を作って、ビー玉
を教室の端から端まで移動させる装置を作
るという企画を行いまし た。机の間を
ジャンプで通過させること、最後は床の上
に置いてあるカップに入れることなどの制
約条件もあり、中学生は序盤には悪戦苦闘
する場面も多くみら れましたが、徐々に
コツをつかんでいき、最後にはカップに入

れるグループも出るなど、楽しく盛り上
がっている様子がとても印象的でした。
授業をサポートする高専生も、初めて行う
形式で最初はなれない様子でしたが、最後
には中学生をうまくサポートできたと思っ
ています。今回の内容は、２学期の授業の
導入にあたるものでしたので、少しでも授
業のお役に立てればと思います。
　最後になりましたが、直前のお願いにも
関わらず受け入れていただき、本番中もあ
たたかくも適切なサポートをいただきまし
た横路中学校の先生方、快く応援に駆け付
けてくれた本校“メカジョ養成プロジェク
ト”の学生の皆さんに心から感謝いたしま
す。

横路中学校でワークショップを行いました 電気情報工学分野　外谷　昭洋

平成27年8月21日呉高専日誌より

　電気情報工学科では1年生後期から「も
のづくり実習」で実験やものづくりの基礎
を学習し、2年生から本格的に実験が始ま
ります。夏休み前の2年生の実験では、電
子回路基板作成の基礎を学習しました。
　まず、電子回路シミュレーションソフト
である「Tina」を用いて、本に載っている
電子回路がどのような動きをするかをシ
ミュレーションします。 シミュレーショ
ンソフトを用いれば、授業でならっていな
い電子部品の働きや、その部品を使った回
路がどのような動作をするか学習すること
ができます。本に載っていた回路がどのよ

うな動きをするか分かった後、実際に電子
回路基板として「かたち」にするため、基
板の配線デザインを考えます。
　デザインデータをもとに、学科所有の基
板加工機で銅板を削って基板を作成します。
基板ができたら電子部品を半田付けして完
成です。
　作りっぱなしでは実験になりませんので、
オシロスコープを使って必要箇所の電圧波
形を計測し、レポートにまとめます。
　初めてづくしで思うようにいかない点も
あったと思いますが、実習科目は失敗こそ
良い勉強なので、今後に活かしていきま
しょう。

　つくば市の高エネルギー加速研究所にお
いて、8月7日から9日の2泊3日でGoogle
が主催するScience Jamのキックオフキャ
ンプが行われ、研究提案をして採択された
機械工学科3年 現田泰生君が参加してきま
した。
　Science Jam は、Google が主催する
日本全国の高校生、高等専門学校生を対象
に、自由な発想で科学やテクノロジーの可
能性を追求し、世界を変えるアイディアに
チャレンジするプロジェクトです。日本科
学未来館、宇宙航空研究開発機構(JAXA)、
高エネルギー加速器研究機構(KEK)等の協
力の元、3ヶ月間、日本全国から集まった

大学生・大学院生が高校生のメンターとし
て研究をサポートします。
　現田君は新しい発電方法について提案し、
3日間の中でメンターの大学院生の方、他
チームの高校生、研究者や技術者の方など
たくさんの方とディスカッションを行い、
研究内容についてブラッシュアップを行い
ました。期間中、ディスカッションのほか
にもワークショップや施設見学などを通し
て、たくさんの高校生の仲間から刺激をも
らった現田君、3ヶ月後の成果を期待して
います。
　最後になりましたが、素晴らしいキャン
プを準備していただきました関係者の皆様、
3日間をともに活動していただきました皆
様に心から感謝いたします。

電気情報工学科2年 電気情報工学実験　 電気情報工学分野　平野　旭

Science Jam キックオフキャンプに参加してきました　 　
インキュベーションデザイン室　外谷　昭洋

平成27年7月22日呉高専日誌より

平成27年8月9日呉高専日誌より

　私たちのインキュベーションワークでは

ビブリオバトルを中心に活動しています。

ビブリオバトルとは、「本を通して人を知

る・人を通して本を知る」をコンセプトに

した書評合戦です。各自５分の持ち時間で

発表を行った後、「どの本が一番読みたく

なったか？」を基準とした投票を参加者全

員一票で行い、最多票を集めたものが『チ

ャンプ本』となります。

　７月１９日（日）に広島修道大学で開催

された全国高等学校ビブリオバトル2015広

島県大会に、機械工学科３年 宮里 昂成君

が参加しました。

　宮里君は、高橋歩さんの「FREEDOM」を

紹介し、見事チャンプ本に選定されました！

　随所に笑顔が見えたり、アドリブを入れ

てみたりと、非常に素晴らしい発表でした。

　宮里君は、１月１０日に東京で開催され

る決勝大会（全国大会）に、広島県代表と

して出場します。全国大会でも今回の様に

堂々と発表してほしいと思います。

インキュベーションワーク全国高等学校ビブリオバトル2015広島県大会でチャンプ本に！
　　　　　　　環境都市工学分野 三村陽一、人文社会系分野 上芝令子

平成27年7月19日呉高専日誌より
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　呉地区の春季リーグ戦で見事勝ち抜き、
県大会に出場することとなった硬式野球部
（高野連チーム）は、4月11日（土）に1回
戦として、福山市民球場にて府中東高校と
対戦しました。

試合は息詰まる投手戦となりました。先
発の環境都市工学科３年北岡君は、この日
ストレートに力があり、真っ直ぐ主体で強
気に攻めて８回で１１奪三振、被安打わず
か２本という気迫あふれるほぼ完璧な投球
を披露しました。
　北岡君の力投で序盤は呉高専の流れで試
合は進んでいましたが、野球とは怖いもの
で、５回裏にこの試合唯一のエラーで出塁
を許すと流れが一転し、相手のこの日初安
打で１点を献上してしまいました。

攻撃では、積極的に打ちにいき安打数は

相手を上回るも、牽制死や送りバント失敗
などのミスもあり、何より府中東高校の守
備が堅く、ヒット性の当たりも何度か好守
に阻まれるなど、結局そのまま０対１で惜
敗しました。
今回の敗戦は、過去に甲子園にも出たこと
がある府中東高校に対して、投手力では上
回っていたものの、ポジショニングなども
含めた守備力や、打撃だけでなく 走塁や
犠打、ケースバッティングなど場面に応じ
た攻めができるかという総合的な攻撃力、
つまりチームとしての総合力で劣っていた
結果でした。
　今後はチームとしての弱点を克服し、夏
の大会で勝てるように練習に励んでいこう
と決意も新たにするほろ苦い県大会となり
ました。

硬式野球部（高野連チーム） 春季県大会の結果 　　
硬式野球部（高野連チーム）顧問　黒川　岳司

平成27年4月11日呉高専日誌より

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり ククララブブ活活動動

　将棋同好会が、5月10日（日）に第20期
呉学生将棋名人戦高校生の部に参加しまし
た。将棋同好会と呉学生将棋名人戦は、同
じ歳のちょうど20才となるわけですが、初
めての参加が第2期ですから、今回の参加
学生が生まれる前からこの大会にはお世話
になっています。
　今回は、会長　環境都市工学科２年平岡
和真 君をはじめ7名の学生が参加しました。
例年は総当たり戦ですが、今回は高校生の
部参加が11名となったため、２グループに
分かれてグループ内総当たり戦を行い、グ
ループ内1位同士および2位同士で順位決定

戦を行いました。
　全試合が対局時計を使った本格的な対局
となります。順位決定戦進出は、残念なが
ら平岡君のみで、最終的に4位入賞となり
ました。ただ、グループ戦の結果から環境
都市工学科２年 堂野 克人 君が5位となり、
さらに賞品（将棋駒）を貰うこともできま
した。
　写真が大会後に撮影した集合写真です。
後列左から機械工学科 鴉君、森脇君、環
境都市工学科 堂野君、前列左から環境都
市工学科 木原君、好本君、平岡君、柴山
君と並んでいます。

　ダンス部は4月29日の呉みなと祭と5月4
日のフラワーフェスティバルに出演しまし
た。
　呉みなと祭では、宮原高校ダンス部とコ
ラボし、一緒のステージで踊らせていただ
きました。宮原高校ダンス部は昨年全国大
会に出場していて、かなりレベルの高い
チームで、一緒に踊れたことを光栄に思い
ます。
　本番まで期間も短く、合同練習の時間も
中々取れないなか、前日までお互い練習を
がんばってきました。本番は無事に成功し、
たくさんの観客に見守られ多くの歓声の中、
楽しく踊ることができました！ フラワー
フェスティバルでは、新しいコーチの先生

になって初めての作品ということで、練習
の段階からみんなとても気合いが入ってい
ました。しかし、みなと祭の練習と同時進
行で行っていたため、全員で合わせる時間
があまりなく、苦戦していました。
　上級生だけでなく下級生も意見を出し
合ったり、振りの確認をしたりと、貴重な
練習時間を、効率よくみんなで使っていく
ことができました。
　本番では、過去最高のダンスを見せるこ
とができたと思います。
　コーチの先生や顧問の先生、宮原高校ダ
ンス部のみなさん、本当にありがとうござ
いました。

第20期呉学生将棋名人戦への将棋同好会参加 将棋同好会顧問　横沼　実雄

呉みなと祭、フラワーフェスティバルを終えて
ダンス部　藤田　優貴（建築学科4年）

平成27年5月10日呉高専日誌より

平成27年5月11日呉高専日誌より

　４月２６日（日）９時より呉市総合ス
ポーツセンターテニスコートにて呉地区高
校総体ソフトテニス競技団体戦が開催され
ました。男子10校、女子 10校が県大会の
出場枠の男子7校、女子7校をかけて熱戦が
くり広げられました。本校ソフトテニス部
は男子、女子が出場し、ともに２位で県大
会への出場を 決めました。
　準々決勝にて、男子・女子ともに呉三津
田高校と対戦し、ともに対戦成績３対０で
勝利しました。準決勝にて、男子は呉港高
校と、女子は呉宮原高校と 対戦し、とも
に対戦成績２対１で辛くも勝利しました。

　決勝にて、県大会４本シードをかけて、
男子は呉宮原高校と、女子は清水ヶ丘高校
と対戦し、男子は対戦 成績０対２で、女
子は対戦成績１対２で負けました。優勝を
あと一歩のところで逃して残念でしたが、
秋の新人選手権大会では男子が４位、女子
が３位でしたの で順位を上げたことにな
ります。県大会での活躍に期待しています。
　最後になりましたが、連日熱心にご指導
くださり、大会では選手達を叱咤激励して
くださいました外部指導者の木下様、応援
に来てくださいました多くのOB、上級生、
保護者のみなさまに深く感謝いたします。

呉地区高校総体ソフトテニス競技　団体戦 ソフトテニス部顧問　井上　浩孝

平成27年4月26日呉高専日誌より
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ククララブブ活活動動 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　ワンダーフォーゲルスキー部でしまなみ

海道サイクリングとキャンプを行いました。

６月６日に向島市民センターでレンタサイ

クルを借りて、大三島の多々羅キャンプ場

まで自転車で約４０ｋｍを移動。

　その後、テントの設営や野外料理体験、

釣りなどを行いました。

　６月７日はテントなどを撤収し、多々羅

キャンプ場から愛媛県今治市のサンライズ

糸山に移動、その後Ｕターンして尾道方面

へ引き返し、向島市民センターまでの約

１００ｋｍを自転車で移動しました。

　自転車が初心者の部員もいたものの、何

とか大きなトラブルなく、日が暮れるまで

に尾道まで帰ることができました。

　6月13日土曜日にインターアクトクラブ
は呉のコスモス園に行って、車いす清掃を
してきました。今回の参加者は10人で、全
員が協力して車いす清掃に励みました。　
　見ず知らずの人のために掃除するという
のは決して楽なことではありません。しか
し、みんな一生懸命取り組んでくれて、
「こうした方がやりやすいよ！」や「めっ
ちゃキレイになった！」などの声が飛びか
い、とても温かな雰囲気での活動となりま
した。また、施設の方が通られる度に「あ
りがとう」と言って頂き達成感にもつなが
りました。

　今回は1人が約3台ずつきれいにして、合
計30台ほどの車いすを清掃することが出来
ました。しかし、それはこの施設の車いす
全体の半分にも満たないのだそうです。
　この車いす清掃は呉高専のインターアク
トクラブの活動として毎年のように行って
います。この活動を通し得られることはた
くさんあります！それを取り組んだ人それ
ぞれが感じ取ってもらえる活動でもありま
す。
　来年度はもっと参加人数を増やしてより
多くの人に「良かった！」と言ってもらえ
るような活動になるよう活性化していきた
いです。

インターアクトクラブ車いす清掃活動 　
インターアクトクラブ　高杉　栄美里（機械工学科３年）

平成27年6月6日呉高専日誌より

平成27年6月13日呉高専日誌より

しまなみ海道サイクリング＆キャンプ2015
ワンダーフォーゲル・スキー部顧問　佐賀野　健

　高校総体に、福山明王台高校・大門高校
と合同チームで参加し、1戦目を勝利、優
勝戦では力の差を感じましたが善戦し準優
勝となりました。
　6月6日1試合目の対戦相手は福山葦陽高
校などが中心となった合同チームＡとの戦
い、前半はトライ数では互角に試合でした
が、ゴールキックが決まらず10対14の劣勢
で折り返しました。しかし後半はチームの
調子が上がってきて一方的なゲーム展開と
なり、19対0（総合で29対14）で圧勝とな
りました。本校のメンバーが中心となった
バックスの活躍が光りました。
この結果、6月7日の二日目優勝戦は尾道Ｂ

チームを破って勝ち上がってきた広島県工
Ｂチームとの戦いに。2年生を中心とした
実力のあるチームで序盤から劣勢に追い込
まれました。
終わってみると0対33と大きく負けてしま
いましたが、特に後半はチームのまとまり
がでてきて1本のトライを取られただけで
守りきることができました。ディフェンス
を固め、少ないチャンスで攻め込むことが
できたのは大きな成果となりました。
　これからは11月の高専大会に向け高専
チームとしての試合などを行ってゆく予定
です。

ラグビー部高校総体戦績報告　Cブロック　準優勝 　　　　　　　　　
ラグビー部顧問　山脇　正雄

平成27年6月7日呉高専日誌より

　広島県高校総合体育大会柔道競技が広島

県立武道館で行われ、本校からは呉地区予

選を勝ち抜いた大谷優也君(機械工学科3

年)が出場しました。同君にとっては、イ

ンターハイにつながる最後の大会であり、

この日のために鍛練してきた成果をよく発

揮し、善戦の結果、男子66kg級で5位の成

績を収めることが出来ました。

　高校の大会はこれで終わりましたが、来

月は中国地区高専体育大会が山口県で開催

されます。大谷君を始めとする柔道部の健

闘を期待しています。

高校最後の県総体　―柔道個人戦― 　　　　　　　　　　 柔道部

平成27年6月20日呉高専日誌より
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ククララブブ活活動動 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　７月４日、５日に下松で高専大会があり
ました。５年生の私にとって最後の高専大
会でした。
　１試合目の相手は宇部高専で、ディフェ
ンスを徹底してやってきました。私達の
チームはそのディフェンスに苦戦し、パス
ミス、キャッチミスを大事な 場面でもし
てしまい、結局２０点以上の差をつけられ
負けてしまいました。２日目に出られない
事は決定してしまいましたが、気持ちを切
り替えて２戦目、大島 商船との試合に挑
みました。
　去年に比べ、かなりレベルが上がってい
て最初はリードしていたものの、相手もじ
わじわ点差を詰めてきてリードしたりされ

たりの試合展開になりました。４クォー
ター目で私がケガをしてしまい、あとは後
輩に託す形になりました。もう無理かと
思ったとき、最後の１１秒で逆転し１点差
で勝つことができました。
　１２年間のバスケット人生でここまで嬉
しい勝利はありません。頑張ってくれた７
人のチームメイトを誇りに思います。お世
話になった、先生、コーチ、本当にありが
とうございました。来年はもっと上を目指
して頑張って欲しいと思います。

　7月4日、5日の2日間に山口県キリンビバ

レッジ周南総合スポーツセンターで中国地

区高専大会体育大会卓球競技の部の試合が

ありました。4日 （土）は個人戦ダブルス

と団体戦が、5日（日）は個人戦シングル

スが行われ、呉高専からは男女合わせて11

名の選手が出場しました。

　団体戦では、男子は広島と徳山と宇部、

女子は大島と米子と徳山と戦いましたが惜

しくも決勝トーナメントに勝ち進むことは

できませんでした。ハイレベルな戦いだっ

た個人戦では男子主将 道本真悟が唯一シ

ングルスで3回戦まで進みました。
　来年はチームとして勝利できるようにこ
れからも練習に取り組んでいきたいと思い
ます。

女子バスケットボール部、ラスト11秒で逆転勝利！　
女子バスケットボール部　青野 芽生（建築学科５年）

卓球部、中国地区高専体育大会に参加 卓球部　新谷 哲平（電気情報工学科４年）

平成27年7月5日呉高専日誌より

平成27年7月5日呉高専日誌より

　７月４日（土）、５日（日）宇部マテ
“フレッセラ”テニスコートにて、中国地
区高専体育大会ソフトテニス競技が開催さ
れました。
　中国地区8高専の男女ソフトテニス部員
が出場し、全国大会の出場枠の団体戦2校、
男子個人戦ダブルス3ペア、女子個人戦ダ
ブルス２ペア、女子シン グルス2名をかけ
て熱戦がくり広げられました。本校ソフト
テニス部は男子、女子が出場し、男子は団
体戦４位、個人戦ダブルスは4ペアとも2回
戦までで敗退 してしまいましたが、女子
個人戦ダブルスにて出場した3ペアがなで
しこJAPANのように快進撃を続け、1位から
3位までを独占し、１位の矢野（明）・矢

野（遥）ペア（３連覇達成！）と２位の野
間・山本（桃）ペアが8月26日、27日に宮
崎県都城市で開催される全国大会への出場
を決めました。
　また、女子個人戦シングルスにて3名が
出場し、昨年のシングルス女子研修大会初
代女王の森永が3位に入賞しました。
最後になりましたが、連日熱心にご指導く
ださり、大会では選手達を叱咤激励してく
ださいました外部指導者の木下様、応援に
来てくださいました多くの上級生、保護者
のみなさまに深く感謝いたします。
　全国大会では優勝目指して頑張りますの
で、応援よろしくお願いします！

平成27年7月5日呉高専日誌より

中国地区高専体育大会ソフトテニス競技　なでしこ大活躍！
ソフトテニス部顧問　井上　浩孝

　バドミントン部は7月3、4、5日に中国地

区高等専門学校体育大会に参加しました。

　結果は団体戦3位、ダブルスは廣政、松

下組、三島、小坪組、溝手、山口組の3ペ

アがベスト8に入賞しました。

　また、シングルスでは5年建築溝手守選

手が優勝、4年電気山口啓太選手が準優勝

という快挙を成し遂げ、全国大会出場を決

めました。両選手とも全国大会に向けてこ

れまで以上に熱心に練習に取り組んでいき

ます。

　去年からの目標である団体優勝という目

標は達成できませんでしたが、どの選手も

応援学生の応援やサポートを受け、普段の

練習の成果を十分に発揮した素晴らしいプ

レーを見せてくれました。来年の高専大会

は、岡本直樹新キャプテンの下、団体、ダ

ブルスの優勝も目指します。

　最後になりましたが、応援してくださっ

た先生や学生の皆さん、保護者のみなさん

本当にありがとうございました。

バドミントン部　中国地区高専体育大会報告
バドミントン部主将　武本 崇裕（環境都市工学科4年）

平成27年7月7日呉高専日誌より
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　８月８日(土)、９日(日)に呉港高校
のホールで、市立呉、呉港、清水ヶ丘、
呉三津田高校、呉高専の５校で演劇の
ワークショップを行いました。高校演
劇OBで現在劇団に所属して活動してお
られる先生や各校演劇部顧問の先生方
に演技の指導をしていただきました。
　練習の内容は、感情表現の練習とし
て、みんなで大笑いをしたり口喧嘩を
したり、パントマイムの練習として、
ボール無しのバレーボールをするなど、
大勢だからできる練習ばかりでとても
楽しかったです。動きの練習以外にも
演劇での物の測り方である尺間法につ
いて学んだりもしました。ほかにもた

くさんのことを教えていただきました
が、「一度にさまざまなことをする練
習」が多かったです。これは、舞台上
で自分のセリフを言いつつも周りの状
況を把握して動くためです。
今回のワークショップで他校の方々と
さらに親しくなれました。大会の時に
はライバルですが、１０月の大会は呉
地区のみんなで協力して盛り上げてい
きたいと思います。

平成27年8月9日呉高専日誌より

呉地区合同演劇ワークショップに参加しました　
演劇部　角 有紗（環境都市工学科3年）

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり ククララブブ活活動動

　第97回全国高等学校野球選手権広島
大会一回戦（対宮島工業高校）が、7
月11日(土)10時から、呉市二河球場に
て行なわれました。
　試合は初回裏に３年機械科の岡本君、
３年環境都市工学科の北岡君のタイム
リーなど集中打で４点を先制しました
が、じわじわと相手チームも得点を重
ね、五回に同点とされました。そうし
て八回表に３点を加えられ、結果的に
７対４で惜敗したのでした。
　しかし選手たちは、150人を超える
応援団の声援に応え、懸命のプレーで
熱い感動をもたらしてくれました。み
んなありがとう。

　さて当日はご多用中にもかかわらず、
応援に駆けつけてくださった諸先生方、
在校生、吹奏楽部の有志、また保護者
や卒業生の方々に、あらためて深謝の
意を申し述べます。

平成27年7月11日呉高専日誌より

硬式野球部（高野連チーム）選手権広島大会一回戦のご報告
硬式野球部（高野連チーム）顧問　外村　彰

　7月3～5日に第51回 中国地区高等専門学
校体育大会テニス競技がありました。会場
はキリンビバレッジ周南市庭球場で、素晴
らしいテニスコートでした。
　試合初日の4日は待ちに待った団体戦が
行われました。初戦は米子高専でした。C4
武本啓佑選手が得意とするストロークで粘
り強いテニスをし、勝利を手にしました。
2回戦は津山高専でした。ここも落ち着い
たいつも通りのテニスで勝ちました。
　そして、迎えた決勝戦。相手は、前年度
全国優勝をした徳山高専でした。接戦の中、
シングルス2は相手にとられましたが、C3
牛尾優太・M3生天目真宏ペアがこれまでに
ない素晴らしいプレーでダブルスを取りま

した。残るは、シングルス1です。保護者
の方と呉高専関係者が応援する中、我らの
主将、C4三浦佑輝選手が観客全員を魅了す
るテニスでマッチポイントでも焦ることな
く堂々としたプレーで勝利を手にしました。
　これまで、テニス部は高専大会で優勝し
たことが一度もなかったので初の優勝カッ
プを手に入れることができました。次は、
全国大会です。ここで立ち止まらず呉高専、
また中国地区の代表として頑張ってきてほ
しいです。目指せ、全国優勝！
　さらに、個人戦ではC4三浦佑輝選手がシ
ングルスで３位、C4武本啓佑・C3脇本諒ペ
アがダブルスで３位と見事な成績でした。

テニス部 全国高専体育大会 初出場！ テニス部 秦 直輝（機械工学科3年）

平成27年7月7日呉高専日誌より

　7月4日（土）、5日（日）に周南市学び・

交流プラザで行われた第51回中国地区高等

専門学校体育大会剣道競技に団体戦、個人

戦共に男女で出場しました。

　男子団体戦では初戦勝利ののち、2戦目

に優勝した松江高専と引き分け、このまま

行けるかと期待しましたが、3戦目の大島

商船高専戦で敗れ、その後、ずるずると負

けが先行し、結果7位になってしまいまし

た。女子団体は全国大会には出場できませ

んでしたが、3位入賞できました。

　個人戦では主将の椎井君が男子個人戦で

準優勝し、全国大会の出場権を獲得しまし

た。他の皆も頑張りましたが、惜しくも入

賞することができませんでした。

　ほとんどが3年生までの若いチームで臨

んだ本校ですが、若さゆえの弱さが出たの

かもしれません。指導教員として反省すべ

き問題が見えてきました。これから一年ま

た部員たちと切磋琢磨して、来年こそは団

体優勝を目指したいと思います。

第50回全国高等専門学校体育大会剣道競技に出場決定　　　　
剣道部顧問　加納　誠二

平成27年7月7日呉高専日誌より
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イイベベンントト 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　４月５日（日）に平成２７年度入学式が

挙行されました。

　本科生１７２名（うち編入学生１名、留

学生３名）、専攻科生２６名の新入生が、

新たに呉高専で学ぶこととなりました。新

入生代表からは、呉高専に入学した感激を

忘れずに、本校学生としての誇りを持って、

勉学に励み、人格の高揚に努めたいとの宣

誓がありました。

　校長式辞では、「何でもいい。好きなこ

とに夢中になり、懸命に取り組み、己を磨

け」というお言葉をいただきました。

また、今年は吹奏楽部演奏のもと、コー

ラスグループ及び教職員による校歌斉唱が

行われました。
　新入生のみなさんの夢の実現に向け，教
職員一同，精一杯の支援をお約束いたしま
す。
　Realize Your Dream

　４月１１日（土）に、新入生オリエン
テーションの一環として、遠足（灰が峰登
山）を行いました。
前日は雨天でしたが、何とか天候は回復し、
無事登山を実施できました。
　前日の雨により、かなり足元は悪かった
のですが、みごと全員が登頂を果たしまし
た！
　決して楽な登山ではなかったと思います
が、みんな良く頑張っていたと思います。
　高専生活を送っていく中で、つらいこと
や困難なことに直面することもあると思い
ます。しかし、今回の登山の様に頑張って

いれば何とかなることもあると思いますし、
自分一人では解決できなくてもクラスメイ
トや先生の協力や励ましがあれば何とかな
ることも多いと思います。
　充実した高専生活が送れることを心から
願っています。
　最後になりましたが、ご協力いただいた
関係各位に心より御礼申し上げます。

１学年遠足（灰が峰登山） 　 　　　　　　　　 １年学年主任　三村　陽一

平成27年4月5日呉高専日誌より

平成27年4月11日呉高専日誌より

平成２７年度入学式 総務課庶務室総務係

　入寮式、新入寮生歓迎夕食会とともに、
新入寮生の寮生活第１日目が始まりました。
　入学式が終わったばかりの４月５日午後、
まだまだ緊張している新入寮生が一堂に会
して、保護者が見守る中で、入寮式が行わ
れました。森野校長、藤平寮生 保護者連
絡会代表からは、親元からはじめて離れて
生活するのはたいへんだが、しっかり自立
した生活ができるように、と激励の挨拶を
受けました。新入寮生代 表の建築学科１
年の浅賀恭平君が入寮にあたっての決意が
表明されました。そのあと、自分たちの部
屋に荷物を運びこみ、先輩に連れられて、
寮内を見学したり、説明を受けたりしまし
た。

　夕方、保護者が帰宅された後、新入寮生
歓迎夕食会が開かれました。新入寮生は、
大きな拍手で迎えられて、寮食堂に入場し、
食事をしたものの、だいぶ緊張しながらの
食事になったようです。
　夜、風呂上がりの新入寮生に声をかけた
ところ、わからないことは他の人に尋ねる
と、どうにかなりましたという回答でした。
　こうして寮生活第１日目はどうにか無事
終わったようです。

寮生活第１日目始まる 　　　 寮務主事　木原　滋哉

平成27年4月5日呉高専日誌より

　平成27年4月16日（木）co-baにて第１回

イングリッシュラウンジを開催しました。

放課後16:10より学生が集まり始め、1年生

から5年 生までがネイティブのネピア先生

を囲んで楽しいひと時を過ごしました。ま

た、後半は、建築学科に新任で来られた安

先生も来てくださり、英語で話してくださ

いました。

　カードを使って英語を話すゲームをした

り、自己紹介をしたり、久しぶりの英語活

動だったため緊張しましたが、新１年生も

積極的に参加をしてくれ「英語を頑張るぞ

～」とみんなの意気込みが感じられる2時

間でした。

　だれでも参加できるカジュアルな会です。

今回参加できなかった学生の皆さん、ぜひ

この次は一緒に英語を話しましょう！

今年もイングリッシュラウンジが始まりました！
建築学科３年　宮本　皓章

平成27年4月17日呉高専日誌より
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　6月14日に呉れんが通りで開かれた

イベント、 呉活性化プロジェクトー

呉から盛り上げ隊ーものつくり体験学

校に呉高専から、ロボット製作クラブ

のロボットと建築学科のねこかぶりが

参加しました。

　当日は多くのお客さんが訪れ、ペー

パークラフト、オリジナル時計等の工

作教室が開かれました。

　ロボットは終始子供たちに囲まれて

操縦を体験する子もいました。

　ねこかぶりも盛況でした。

　6月20日（土）、1回目の保護者懇談会を

開催いたしました。クラス別の懇談会、全

体懇談会、寮生保護者懇談会に加え、後援

会総会・役員会も開催しました。

　全体懇談会では、森野校長による挨拶と

学校教育全体についての説明の後、篠部教

務主事が教務関係について、西坂学生主事

が学生指導や学生生活について、木原寮務

主事が寮生活について説明しました。

　学生が社会で通用する技術者に育つよう、

これからも保護者の皆様と連携し、よりよ

い教育に努めていきたいと思います。

呉活性化プロジェクトに参加 ーロボコン、ねこかぶりー
建築学分野 間瀬 実郎・機械工学分野 野村 高広

平成27年6月14日呉高専日誌より

平成27年6月20日呉高専日誌より

保護者懇談会Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　 教務主事補　山岡　俊一

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり イイベベンントト

　ブックハンティングとは学生が自分達で
読みたい本、必要な本を選んでもらう行事
で、年に２回行われます。その第１回目の
ブックハンティングが５月２８日（木）に
開催されました。
　場所はジュンク堂書店広島駅前店でした。
とても広くゆったりとした中で本を選ぶこ
とができました。今回は４年・５年・専攻
科の人たちに参加して頂きました。ありが
とうございました。
　上級生になると今回が初めてではない人
も多くスムーズに本を選ぶことができまし
た。本がたくさん置いてあるので専門書の
数も多く、自分のためになる本、また図書
館に置いてあればみんなのためになるだろ

うと専門書を選ぶ人が多かったです。また
じっくりと選ぶ時間があったため、選びた
い本がたくさん出てくるので、予算の中で
おさめるのが大変でした。
　次回は１年・２年・３年生の参加になり
ます。テスト後に行われるので疲れがた
まっている中の参加になりますが、普段買
えない本やいろんな本を見るいい機会にな
るので是非参加をお願いします。
また今回、ブックハンティングに必要な
経費は後援会から支援して頂いています。
ありがとうございました。

平成27年5月28日呉高専日誌より

平成２７年度第１回ブックハンティング 　 渡邊 優樹（環境都市工学科４年）

　快晴の3月11日、呉高専同窓会は本校創

立50周年記念事業の一環として、二本の桜

樹を母校に贈呈しました。昨年12月に寄贈

したマイクロバスに継ぐ同窓会の記念事業

になります。

　この桜樹は本校正門の東側に植えられ、

登下校する学生たちを見守ると同時に、末

永く母校の進展を見続けることになります。

　同窓会として母校の益々の躍進を期待し

てやみません。

呉高専創立50周年記念植樹式　同窓会より本校へ桜の贈呈
　　　　　　　　　 呉高専同窓会

平成27年6月22日呉高専日誌より
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イイベベンントト 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　6月15日（月）～6月22日（月）まで一週
間アメリカ合衆国アリゾナ州から高校生5
名と引率教員1名が本校に短期留学しまし
た。学校では主に2年生の授業に参加し、
本校の学生と一緒に学びました。
　英語のクラスだけでなく、古典や数学、
物理、インキュベーションワークなど様々
な授業に参加し、レーザーカッターや３D
プリンタ等に体験しました。最後 のお別
れパーティーの時に学生の一人が、一番印
象に残っているのは、「授業を一緒に受け
ることで日米の教育の違いや考え方などを
学べた」と発表し、更に「まだ日本に残っ
て勉強したい」と言ってくれたことがとて
もうれしく、誇らしく思いました。

　また週末はホストファミリーと一緒に過
ごし、日曜日には国際交流部の学生なども
交えて皆で宮島と平和公園の観光に行きま
した。本校の学生たちも英語で何とかコ
ミュニケーションを取ろうと努力していた
のを見てうれしく思えました。
　これからも国際交流室では様々なプラン
を用意して、学生のグローバル化に貢献し
たいと考えています。是非積極的に参加し
てください。最後に北米の高校生たちが無
事にアメリカに帰られることをお祈りしま
す。

　本校ではたくさんの留学生が私たちと一緒
に学んでいます。留学生と学生とがお互いを
知るよいきっかけとして、学生による留学生
交流パーティーを６月５日に行いました。
　放課後、約３０名の参加者が集い、国際交
流室長の尾川先生のごあいさつで交流会がス
タートしました。
　企画に参加した学生が考案したアイスブレ
イクでひとまず打ち解けた後、茶道部の皆さ
んの協力のもと、留学生は初めての茶道体験！
マレーシアからき たヒダヤさんは、お茶菓
子のもみじまんじゅうと一緒にお茶をいただ
き、「そんなに苦くなくて、おいしかった。」
と気に入ってくれた様子でした。
　その後、留学生による母国紹介のプレゼン
を行い、私達が、近いようでよく知らなかっ
たアジアの国についてたくさんの発見があり

ました。カンボジアの美しいビーチの写真に
みとれ、旅行に行ってみようと思った人もた
くさんいたことでしょう。
　今回は、留学生が、民族衣装を着て参加し
てくれたり、母国のお菓子を差し入れで持っ
てきてくれたりと、異文化に触れることがで
きる大変良い機会となりました。
　グローバル化が叫ばれるようになりました
が、テレビやインターネットの情報だけでは
なく、異文化の“本物”に触れることが大切
だと思っています。そうすることで、逆に日
本の文化についても学ばされるのです。
　今後も、留学生と学生の交流の中で相互に
良い影響を与えられる、そんな機会が増える
ことを期待しています。

北米の高校生が本校に短期留学しました　 国際交流室員　加納　誠二

留学生との交流会を行いました 学生会広報委員　大室ひな（環境都市工学科３年）

平成27年6月22日呉高専日誌より

平成27年6月26日呉高専日誌より

　６月３０日（火）阿賀小学校３年生９４

名が校外学習で見学に来られました。

　「阿賀町のじまん　アガデミア」の学習

の一環として、「探検し、小学校とのちが

いを見つける。」ことや「じまんを見つけ

る。」ことを目的に、３組に分かれて、Co

-ba、スカイツリー、図書館や３年生の実

験実習などの授業を見学しました。

　見学中は熱心にメモを取ったり、見学後

も児童の皆さんから、多くの質問が出て、

小学校とのちがいや本校のじまんを見つけ

る様子が伺えました。

平成27年7月7日呉高専日誌より

阿賀小学校３年生が校外学習で見学に来られました　　　　　　　　　　
学生課長　村岡　昌良

　８月２日（日）、学校見学会が本校で開
催され、合計６８５名の方にご参加いただ
きました。
　全体説明会では、森野校長より、卒業後
の進路状況や昨年度に設けられた入試制度
である「特別推薦」、今後の教育方針を中
心に本校の説明をいたしました。
　その後、希望者にはキャンパスツアーに
参加していただき、機械工学科、電気情報
工学科、環境都市工学科、建築学科の４つ
の棟を巡回して、 各学科の展示物や実験・
実習の施設を見学していただきました。そ
の他、理科実験、クラブ紹介、学食体験、
学生寮質問コーナー、女子中学生なんでも
相談会、 鉄道模型（Nゲージ）ジオラマ展

示・運転体験などにもご参加いただきまし
た。
　また、学校生活や特別推薦に関する相談
コーナーにもたくさんの方にお越しいただ
きました。
　参加者の皆様には、呉高専の魅力をたく
さん発見していただけたことと思います。
高専祭が開催される１０月３１日（土）に
も2回目の学校見学会を開催します。高専
祭を楽しみながら、さらに呉高専を知るこ
とのできるチャンスです。
ぜひ、ご参加いただければと思います！

平成27年度　第1回学校見学会 　　　　　　　 教務主事補　山岡　俊一

平成27年8月2日呉高専日誌より
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　５月１８日に呉市議会の中原明夫議

員（本校OB）と井手畑隆政治議員が視

察のため呉高専を来校されました。

　校長室にて懇談の後、校長及び担当

教員の案内で協働研究センター、機械

工学科棟、co-ba呉高専（学生課ロ

ビー）、建築学科棟の施設見学を行い、

３D プリンターやレーザー加工機なら

びにインキュベーションワークに興味

を持っていただき、機械の仕組みや活

用方法、インキュベート型教育などに

ついて担当教員へ熱心にご質問いただ

きました。

　本校の技術力を知っていただき、呉

市との連携が深まる良いきっかけに

なったかと思います。

　ご来校ありがとうございました。

　本校の楠田和身先生が、公益社団法人発
明協会より平成27年度全国発明表彰・発明
奨励功績賞を受賞されました。この表彰制
度は大正8年の帝国発明表彰に始まり現在
に至る、歴史ある表彰です。
　発明協会広島県支部専務理事として昭和
57年に県内初(全国25番目)の少年少女発明
クラブの設置を皮切りに、4つのクラブを
開設し(現在全国約 250か所)、その運営に
積極的に取り組むとともに、平成17年には
化学分野における創造性の啓発を目的に全
国唯一の「わくわくケミカルクラブ」を開
設し、活動の充実に努めるなど、青少年の

創造性開発育成に寄与されました。
　また、特許庁や中国経済産業局主催の知
的財産権に係る説明会・セミナー等を全国
のモデルケースとして企画・実践し、知的
財産権制度の普及、啓発に貢献されたこと
が今回の栄えある受賞に至った経緯です。
　先生は発明協会ご退職後、本校協働研究
センター特命教授として知財教育の推進と、
地域連携による地域青少年の科学教育醸成
に傾注されています。先生の益々のご活躍
を期待しております。

呉市議会議員が視察のため来校されました 総務課庶務室総務係

平成27年5月18日呉高専日誌より

平成27年6月24日呉高専日誌より

楠田特命教授平成27年度全国発明表彰・発明奨励功績賞受賞　　　　　
協働研究センター

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり そそのの他他

　今年4月に開校した呉南特別支援学校の
校章のデザインを引き受けました。
　同校校長先生からの図案のリクエストは、
阿賀から見える三山（休山、灰が 峰、大
空山）をモチーフとした前身の呉ろう学校
校章の一部を取り入れ、児童生徒、保護者、
教職員の方々が新しい学校をイメージした
デザインを監修してほしいというものでし
た。
　緑の三山に阿賀港の海を青で表現し、二
人の人型は同校の「聴覚障害部門」と「知
的障害部門」の幼児・児童・生徒さんが
助け合っている姿を表現しました。
　ハート型の色は呉市の花、椿の色です。
図形の中に九つの「レ」を配置し「くれ」

を表し、三つの波で「みなみ」を表しまし
た。
　4月8日の開校式には本校校長とともに招
待され、支援学校の児童生徒さんから花束
を頂きました。先生方が全員手話で校歌を
歌われる姿は感動的でした。
　近くにありながら、なかなか訪問するこ
とのできないこの学校は、先生方と生徒さ
んとの絆を感じる学校でした。

平成27年5月13日呉高専日誌より

呉南特別支援学校の校章デザインと開校式　 建築学分野　間瀬　実郎

　合格率8.8％という難関検定であるにも
かかわらず、受験者９９３１人の中、全国
1位のトップ成績で合格し、日本商工会議
所より最優秀者の表彰状を授与されました。
19歳での表彰は、記録が残る中で史上最年
少受賞との報にも驚きです。
　もちろん現役高専生の受賞としても初め
てのこととなります。
　田中さんはこれまで、ロボット製作クラ
ブの部長や地区大会の選手を経験するとと
もに、シアトル総領事館での英語プレゼン
や大連大学との国際交流などでも活躍して

くれました。
　こうした経験をベースに、中学生から挑
戦してきた簿記検定試験において、この度
１級合格をトップ成績で獲得し、呉高専と
いう教育環境で自らを着実にステップアッ
プしてくれ、大変喜ばしく思います。
　田中さんに続き、自らインキュベーショ
ンする学生が今後も増えてくることを期待
しています。

機械工学科5年生 田中真実さん　簿記検定１級合格　最優秀者表彰　
機械工学分野　尾川 茂、野村 高広

平成27年6月29日呉高専日誌より
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そそのの他他 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　７月２日（木）、呉東ロータリーク

ラブから野球部への支援物品（公式球

及びスポーツ飲料）をいただきました。

　呉東ロータリークラブには、日頃か

らインターアクトクラブの活動への支

援や大連大学との交流等、本校の学校

運営に多大なご支援をいただいていま

す。

　さらにこの度は野球部への支援物品

をいただき厚く御礼申し上げます。

　今後とも、呉工業高等専門学校の発

展のため、一層のご支援とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

　平成２７年７月８日（水）、平成２７年
度安全標語受賞者の表彰式を校長室で執り
行いました。
安全標語は、安全衛生に対する意識向上を
図ることを目的として、安全衛生委員会が
毎年４年生の学生を対象に募集しているも
のです。
　今年度は、１８３件の応募があり、安全
衛生委員会委員及び後援会役員の投票によ
り選考した結果、得票１位の学生を表彰し
ました。
　表彰式では、吉田安全衛生委員会委員長、
篠部教務主事、中迫教授、横沼准教授、当
田後援会会長の立会いの下、森野校長から
得票１位の学生に対して賞状が贈られ、当

田後援会会長から副賞が贈呈されました。

受賞者
【１位】（平成２７年度　安全標語）
　思い込み　無理な作業に　ある危険
　　電気情報工学科 ４年生 東 諒汰さん
【２位】
　作業中　よそ見するのは　ダメよだめ
　　機械工学科 ４年生 木村祐也さん
【３位】
　無くしましょう 小さな過信 大きな危険
　　電気情報工学科 ４年生 浜崎滉平さん

呉東ロータリークラブから本校野球部への支援物品をいただきました
総務課庶務室総務係

平成２７年度安全標語受賞者の表彰式を行いました　　　　　　　　　　
総務課庶務室人事係

平成27年7月2日呉高専日誌より

平成27年7月7日呉高専日誌より

　７月２９日（水）、呉東ロータリークラ

ブから大連大学第四回留学生派遣の渡航金

として寄付金をいただきました。

呉東ロータリークラブには、日頃からイン

ターアクトクラブの活動への支援に加えて、

大連大学との交流をはじめ本校の国際交流

活動に、多大なご支援をいただいています。

さらにこの度は寄付の申し入れをしてくだ

さいまして厚く御礼申し上げます。

　寄付金につきましては、その趣旨に則り

有効に活用させていただきます。

　今後とも、呉工業高等専門学校の発展の

ため、一層のご支援とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

平成27年7月29日呉高専日誌より

呉東ロータリークラブから寄付金をいただきました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総務課庶務室総務係

　実習工場では、８月１８日から２１日ま
で４日間の日程で技能講習会を行っていま
す。
　この講習会は、機械の操作指導をまだ受
けていないために、実習工場の機械を使っ
ての、ものづくりが出来ない学生が、実習
工場を積極的に活用してもらうことを目的
としての実施です。受講生は、全学科から
２１名が参加しています。
　１９日は、前日の旋盤基本講習で学んだ
技術を生かして、コマの製作です。コマの
条件は、直径２０㎜以内で材料は真鍮です。

学生が、それぞれ自分で考えてきた設計図
を基に、加工していきました。
　製作後は、コマ回し大会です。直径１０
㎜の小さな物や高さの低い物など、さまざ
まな工夫を凝らしたコマがありました。
　優勝は、機械工学科１年生の加藤卓也君
でした。良く回るコマも多く接戦となり、
大変盛り上がった大会となりました。自分
の作ったコマに、みんな満足した様子でし
た。

平成27年8月19日呉高専日誌より

実習工場技能講習会（その１）　　　　　　　　 技術センター　大東　由喜夫

月7 8
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第50回中国地区高等専門学校体育大会（平成27年7月4日～7月6日）

　団体種目のない陸上競技、水泳競技については、
総合順位とする。

ククララブブ活活動動・・各各種種大大会会報報告告

（団体） （個人） （個人）

第２１回西日本地区高等専門学校　空手道大会（平成27年7月11日～7月12日）
（団体） （個人）

第２4回西日本地区高等専門学校　アーチェリー競技会（平成27年8月20日～8月21日）
（団体） （個人）

第50回全国高等専門学校体育大会（平成27年8月14日～8月30日）

第97回全国高等学校野球選手権広島大会（平成27年7月11日）
　初戦敗退　呉高専　４―７　宮島工業

（団体） （個人）（個人）

17　 呉高専だより　72号　2015年9月



　 8月19日～21日に、第50回全国高等専門
学校体育大会テニス競技が開催されました。
呉高専テニス部は、7月に行われた第51回
中国地区高等専 門学校体育大会テニス競
技で、昨年度全国優勝した徳山高専に団体
戦で勝利し、中国地区1位通過でした。そ
のため、この全国大会では、第1シードと
して参加しました。
　初戦は、北海道地区代表の釧路高専でし
た。試合前の円陣で気合も入り、チームが
一致団結した状態で試合が始まりました。
　シングルス1は、C4三浦佑輝選手が奮闘
するも、敗れてしまいましたが、シングル
ス2は、C4武本啓佑選手が、相手の粘り強
いスタイルのテニスを圧倒するストローク
を見せ、見事勝利しました。勝敗を決定す
るダブルスは、C3牛尾優太・M3生天目真宏

ペアが、ダブルス個人戦で準優勝した釧路
高専のペアを相手に、接戦を演じましたが、
善戦むなしく惜敗しました。
　今回、本校初のテニス競技全国大会出場
となりましたが、結果はとても悔しいもの
となりました。しかし、全国の猛者と対戦
することで、得る収穫も大きかったのでは
ないかと思います。
　来年もまた全国大会に出場し、そこで勝
ち進めるようにテニス部一丸となって頑
張っていきます！皆様応援よろしくお願い
します。
　最後になりましたが、応援に駆けつけて
くださった森野校長先生、井上先生および
保護者の方々に、深く感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。

　8月22、23日に佐世保市で開かれた高専
体育大会・バドミントンの全国大会に、男
子シングルス中国地区代表として溝手守君
（建築学科5年）と山口啓太君（電気情報
工学科4年）の二人が参加しました。
　試合の結果は二選手とも一回戦は突破し
たのですが、二回戦で北九州高専の選手に
敗れてしまいました。本校の二選手はやや
硬さが見られました。一回戦はなんとかな
りましたが、二回戦の相手はさすがにこち
らのミスを見逃してはくれませんでした。
全国大会の壁を思い知る結果でした。

　本校バドミントン部が全国大会に出場す
るのはかなり久しぶりであるため、選手は
もちろん私やコーチも初めて参加しました。
全国大会なので当たり前なのですが、北は
釧路から南は鹿児島まで全国から選手たち
が集まっている会場の雰囲気は中国地区大
会のそれとは大きく違いました。この雰囲
気を味わえたのは大きいと思います。来年
もここに来られるように頑張ってもらいた
いです。
　最後になりましたが、応援してくださっ
た先生や学生の皆さん、保護者のみなさん
本当にありがとうございました。

　８月26日（水）、27日（木）、都城運動
公園庭球場にて第50回全国高専体育大会ソ
フトテニス競技が開催され、本校ソフトテ
ニス部から矢野明日 香・矢野遥香（とも
に建築学科４年）ペアが中国地区１位代表
で、野間（建築学科３年）・山本（環境都
市工学科２年）ペアが中国地区２位代表で
出場しました。
　野間・山本ペアは１回戦で第４シードの
有明高専の５年生ペアにゲームカウント４
―１で敗れたものの、第２シードで出場し
た矢野明日香・矢野遥香ペアが順当 に決
勝まで勝ち上がり、決勝にて昨年優勝した
石川高専のペアにゲームカウント４―３で
勝利し、全国大会３度目の挑戦でついに優
勝しました！
　特に、決勝では、タイブレーク優勢に試

合を進めるものの、５―５に追いつかれ、
相手の左利きのアンダーカットのサービス
２本という絶対絶命の状況の中、 左利き
の大本君（弓削中出身・建築学科２年）の
アンダーカットを取る練習の成果を発揮し、
２本とも上手に返球し、ポイントを逆に
取って、７―５での劇的な勝利、感動しま
した！
　５０回の全国高専体育大会において、本
校ソフトテニス部が個人戦で優勝したのは
女子では初、第３１回大会の男子個人戦で
優勝したペア以来、１９年ぶりの快挙です！
　私も優勝決定の瞬間、顧問生活の８年間
が走馬灯のように駆け巡り、こみ上げてく
るものを抑えることができませんでした。
明日香さん、遥香さん、ありがとう！！

　8月21日（金）に神戸しあわせの村

にて第24回西日本地区高等専門学校

アーチェリー競技会が開催されました。

　本校は昨年の競技会の男子団体の部

（50M・30Mの部）で優勝しており、

連覇をかけて競技会に臨みました。

　選手たちは悪天候の中、日ごろの練

習の成果を発揮し、健闘いたしました

が、連覇することはかないませんでし

た。しかしながら男子団体の部では堂

々の準優勝でした。

　個人戦においても男子、女子ともに

3位に入賞し、来年度は今年以上の成

績を残してくれるものと確信をいたし

ました。また1年生部員が参加した新

人 戦（30Mダブルの部）では、本校の

1年生が優勝を果たしました。近い将

来、部のエースとして活躍してくれる

と思っております。
　選手たちは来年度の王座奪還に向け
て、8月24日からスタートを切ります。
応援のほど、よろしくお願いいたしま
す。

テニス部　第50回全国高等専門学校体育大会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テニス部　松本 宗一郎（電気情報工学科4年）

準優勝 第24回西日本地区高等専門学校アーチェリー競技会にて
　 　　　　　　　　　　　　　 アーチェリー部顧問　松野　一成

バドミントン部　高専大会全国地区大会報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バドミントン部顧問　大和　義昭

平成27年8月24日呉高専日誌より

平成27年8月26日呉高専日誌より

平成27年8月27日呉高専日誌より

平成27年8月21日呉高専日誌より

第50回全国高専体育大会　　ソフトテニス競技女子個人戦ダブルスにて優勝しました！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ソフトテニス部顧問　井上　浩孝

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり
第第５５００回回全全国国高高等等専専門門学学校校体体育育大大会会等等報報告告
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呉高専ではホームページで

球技大会、高専体育大会、駅伝大会、ロボコン大会等、

校内外の行事や授業風景、寮の様子、クラブ活動など日々の学生生活を

「呉高専日誌」で紹介しています。
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